のぞ 

汽車の 窓から 怪しい 空を視 いている と 降り出して 来 

た。 それが 細かい 糠雨な ので、 雨と してより はむしろ 

ぬ さび 

草木 を 濡らす 淋しい 色と して 自分の 眼に 映った。 三人 

は Y J の 頃の 天気 を 恐れ て みんな 護謨 合羽 を 用意し て い 

た。 けれども それが いざ 役に立つ となると けっして 嬉 

しい 顔 はしなかった。 彼ら は その 日の 佗びし さから 推 

ふっか ご よる 

して、 一 一日 後に 来る 暗い 夜の 景色 を 想像した ので ある。 

ひとりごと 

「十三 日に 降ったら 大変 だな あ」 と 〇 が 独 言 のよう 

に 云った。 

「天気の 時より 病人が 増える だろう」 と 自分 も 気の な 

さそう に 返事 をした。 



ス テ— シ ヨン ふけ 

Y は 停車場 前で 買った 新聞に 読み耽った まま 一 口 も 

物 を 云わなかった。 雨 はいつ の 間に か 強くな つて、 

まどガラス つゆ たま 

窓 硝子に、 砕けた 露の 球の ような ものが 見え 始めた。 

自分 は 閑静な 車輛の なかで、 先年 英国の エド ヮ— ド 

ほう^^ 、-' だ 

帝 を 葬った 時、 五 千 人の 卒倒 者 を 出した 事な ど を 思 

い 出したり した。 

汽車 を 下りて 車に 乗った 時から、 秋の 感じ はなお 強 

ほろ ぬ 

くな つた。 幌の 間から 見る と 車の 前に ある 山が 青く 濡 

きリ どお 

れ 切って いる。 その 青い なかの 切通し へ 三人の 車が 静 

わらじ たび は すあし 

かに かか つ て 行く。 車夫 は 草鞋 も 足袋 も 穿かずに 素足 

を柔 かそうな 土の 上に 踏みつけて、 腰の 力で 車 を 



かじぼう おろ 

やがて 車夫が 梶棒 を 下した。 暗い 幌の中 を 出る と、 

かやぶ き のぼ 

高い 石段の 上に 萱葺 の 山門が 見えた。 o は 石段 を 上 る 

前に、 門前の 稲田の 縁に 立って 小便 をした。 自分 も 用 

ひん なら 

心の ため、 すぐ 彼の 傍へ 行って 顰に 倣った。 それから 

ふ てん ぞリ よう 

三人 前後して 濡れた 石 を 踏みながら 典 座 寮と 書いた 

懸 札の 眼に つく 庫裡 から 案内 を 乞うて 座敷 へ 上った。 

老師に 会う の は 約 一 一十 年ぶりで ある。 東京から わざ 

わざ 会いに 来た 自分に は、 老師の 顔 を 見る や 否や、 席 

に 着かぬ 前から、 すぐ それと 解った が 先方で は 自分 を 

全く 忘れて いた。 私 はと 云って 挨拶 をした 時 老師 はい 

おみ そ きゅうかつ 

やまる で 御 見逸れ 申し ましたと、 改めて 久濶を叙し 



た あとで、 久しい 事になります な、 もうかれ これ 二十 

年になります からな どと 云った。 けれども その 二十 年 

後の 今、 自分の 眼の 前に 現れた 小作りな 老師 は、 二十 

年 前と 大して 変って はいなかった。 ただ 心 持 色が 白く 

あいきょう 

なった のと、 年の せいか 顔に どこか 愛嬌が ついた の 

が 自分の 予期と 少し 異なる だけで、 他 は 昔の ままの S 

禅師 であった。 

じさ 

「私 ももう 直 五十一 一になります」 

自分 は 老師の この 言葉 を 聞いた 時、 なるほど 若く 見 

える はず だと 合点が行った。 実 をい うと 今まで 腹の 中 

とし かんじょう 

では 老師の 年歯 を 六十ぐ らいに 勘定して いた。 しか 



こえ くだ 

越に 町の 方へ 下った。 

あくる あさ 

翌朝 は 高い 二階の 上から 降る でもな く 晴れる でも 

なく、 ただ 夢の ように 煙る K の 町 を 眼の 下に 見た。 三 

ステ— シ ョ ン 

人が 車 を 並べて 停車場に 着いた 時、 プラット フォ ー ム 

あまが つ ぱ 

の 上に は 雨合羽 を 着た 五六の 西洋人と 日本人が 七 時 一 一 

十分の 上り列車 を 待つべく 無言の まま 徘徊して いた。 

御大 葬と 乃 木 大将の 記事で、 都下で 発行す る あら ゆ 

うず 

る 新聞の 紙面が 埋まった の は、 それから 一日お いて 次 

の 朝の 出来事で ある。 
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